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AQ Group （本社：埼玉県さいたま市西区、代表取締役社長：加藤博昭） は、一般社団法人日本ウッドデ

ザイン協会が主催する「ウッドデザイン賞 2025 」（後援：農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境

省） を受賞しました。対象作品は、純木造マンション「 AQ フォレスト大宮桜木町」（埼玉県さいたま市大

宮区） と、 木造建築技術研究所「構造実験棟」（埼玉県上尾市小敷谷）。時代のニーズに応えながら木造建

築の可能性を広げる挑戦が、社会課題を解決する取り組みとして関心を集めています。 

 

「木の素材」と「技術の合理化」 マンションと大型倉庫で新たな価値創出 

 
ウッドデザイン賞は、 木の良さや価値をデザインの力で再構築することを目的に、優れた建築、空間、製品、活

動、研究等を幅広く評価・顕彰する制度。 11 回目の開催となる今年は全国から 327 作品が集まり、 木材利用による

社会的価値、環境配慮、デザイン性や技術面での効果など、多角的な観点から審査が行われました。  

弊社は202 5 年 5 月、 ビル建築の知見を応用し、中大規模木造建築の“普及”を目的とした純木造4 階建てマンショ

ン「 AQ フォレスト大宮桜木町」 を完成させています 。 耐震等級・耐火等級・劣化対策等級のすべてにおいて最高等

級を取得し、一般的な RC 造と同等以上の性能を実現する次世代型モデル。性能に加え、木材の美しさと温かみを感

じる空間設計により、中大規模木造建築の新しい可能性を示しました。木を活かして質の高いライフ＆ワークスタイ

ルを提案しているものが対象となる「ライフスタイルデザイン部門」において、「社会提案性」と「持続可能性」 が特

に高く評価されました。  

「 構造実験棟」は、 自社で保有する木造建築技術研究所内に、耐力壁や水平構面・接合部などを研究開発する施設

として 、 2024 年 4 月に完成。 同建物は、住宅用の一般流通材を用いながら、最小限の部材構成で性能を確保する

「 AQ トラス 架構」 により、 16 ｍ大スパンの空間を実現した建築です。 内部は木の“あらわし”で、木質空間の魅力を

存分に表現。延べ床面積は512 ㎡で、用途に応じた多様な展開が可能です。 木を活かして森林・林業や地域・社会の

持続性を向上させているものが対象となる「ソーシャルデザイン部門」において 「 新規性」 と 「 社会提案性」 が高評

価を受け、 前述と併せてのダブル受賞となりました。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

AQ Group  ウッドデザイン賞 2025 で 2 作品同時受賞！ 

純木造マンション「 AQ フォレスト  大宮桜木町」 と木造建築技術研究所「構造実験棟」  

木造建築”普及”への挑戦が高評価で 2 年連続累計 8 作品受賞 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■AQ フォレスト大宮桜木町  

＜受賞概要＞ 

分野     ：建築・空間分野  

サブカテゴリ：集合住宅   

表彰部門   ：ライフスタイルデザイン部門  

 

＜建物概要＞ 

建築地      ：埼玉県さいたま市大宮区桜木町 4 丁目 883 -1  

敷地面積    ： 214.45 ㎡ 

建築面積    ： 132.29 ㎡ 

延床面積    ： 379.43 ㎡ 

階数    ： 4 階 

工法    ：純木造軸組工法  

用途    ：賃貸住宅   

 

 

■「 16m スパン AQ トラス架構 」を活用した構造実験棟  

＜受賞概要＞ 

分野     ：建築・空間分野  

サブカテゴリ：建築・空間分野の  

サブカテゴリに当てはまらないもの  

表彰部門   ：ソーシャルデザイン部門  

 

＜建物概要＞ 

建築地      ：埼玉県上尾市小敷谷 225 -1  

敷地面積    ： 15,495 ㎡ 

建築面積    ： 526.4 ㎡ 

延床面積    ： 512.0 ㎡ 

階数    ： 1 階 

工法    ：純木造軸組工法  

用途    ：木造技術専門研究  

 

今回の受賞は、 弊社が取り組む「時代のニーズに対応した技術開発」「木造建築の普及促進」「脱炭素社会の実

現に向けた木材活用」の姿勢が評価されたものです。両作品は「ウッドデザイン賞」に加え「グッドデザイン

賞」も受賞しており、第三者機関からの継続的な評価と注目を集めています。 弊社は今後も、木造建築の技術

的・社会的価値の向上に努め、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。  

 

 

 

 

 

 

ウッドデザイン賞 2025  赤池学審査委員長による総評  

 

11 年目を迎えたウッドデザイン賞は、鋼材やセラミック、クロスなどの異素材とハイブリッドさせながら、木の機能性、

意匠性を巧みに活かす、 新市場開拓に資する提案型の作品が数多く寄せられた。建築・空間分野ではオフィス、観光交流施

設や一般住宅まで多様な用途での木材利用が見られ、地域工務店から大手ゼネコンまで木の担い手である事業者の幅が広が

っていると感じた。プロダクツ分野は単に木を使うだけでなく、ディテールへのこだわりや使う木の成り立ちに着目した作

品が評価を得ている。コミュニケーション分野では川上～川下の新たな協業、新規性あるビジネスモデルの提案が目を引い

た。ウッドデザイン賞も新たなステージに入ってきたと感じさせる今年の審査であった 。  



ウッドデザイン賞 2016  審査員特別賞  

純木造オフィスビル（埼玉北支店）  

ウッドデザイン賞 2018  3 作品同時受賞 

純木造オフィスビル（つくば支店 ／現：茨城支店 ）  

ウッドデザイン賞 2019  林野庁長官賞 

かんな削りの木のストロー  
 

ウッドデザイン賞 2018  3 作品同時受賞 

新素材 CLT モデルハウス （キラクノイエ）  

ウッドデザイン賞 2018  3 作品同時受賞 

オフィス・会議室 （ ヒルサイドテラス若葉台 ）  

ウッドデザイン賞 2024  

純木造 8 階建てオフィス ビル（ AQ Group 本社）  

■過去のウッドデザイン賞  受賞歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件について報道関係の皆様からのお問い合わせ先＞  

株式会社 AQ Group   広報課   佐藤 竹中 安田 

TEL： 048 -620 -4536    

Email ： aqura_pr@aqura.co.jp  

AQ Group Website ： https://www.aqura.co.jp/  
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